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照明光の分光スペクトルを変化させ
ることで、被写体の見た目の色の鮮
やかさを制御する技術です。劣化に
より薄くなった色や、人間の目では
区別しにくい僅かな色の差などを強
調します。

お肉や野菜などの食材を鮮やかに見
せる照明が市販されていますが、特
定の色に対してのみ有効で、また白
色にも色がつき全体のカラーバラン
スが崩れる問題があります。本技術
はホワイトバランスを保ちつつ様々
な色の被写体の彩度を同時に強調し、
その度合いの調整が可能です。

経年劣化等により退色した文化財の
仮想復元、医療分野での診断支援、
食品や工業製品の検査支援（変化の
状態や混入異物の強調）、店舗内で
探したい／強調したい物品への注意
喚起等を、照明光スペクトルの変調
のみで実現します。
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Spectral operation using color enhancement factors
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照明光で色の鮮やかさを操る

～彩度強調成分を用いた分光スペクトルの制御～

強調前 強調後（特に赤色と青色）
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彩度強調スペクトル
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白色点

色票の赤・緑・青
→ dEab = 10 まで強調可能

強調後の色域

強調前の色域

■ 赤・緑・青成分の強調を

３つのパラメータで制御可能

（白色の見えは保持）

■ 各色の強調具合の、

連続的な調整が可能

■ 計算量が軽微なため、

インタラクティブな調整が可能

（計算値）

彩度強調の適用例

(計算値)
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ここが凄い！

・ 基準とする照明光スペクトル

・ カラーチャート（色票）の分光反射率
例）強調する色⇒赤、緑、青の3色

照明光スペクトルの
最適化処理

スペクトルの
変化量の分析

彩度強調スペクトル

基準とする照明光スペクトル

・赤色のみ強調
・緑色のみ強調
・青色のみ強調

最適化された照明光スペクトル

＋

多色LED照明装置 多色LED照明装置

ターゲットとなる被写体の分光反射率
例） 強調する色 ⇒ 赤、緑、青の3色

基準とする照明光スペクトル
など

※ マイナスの値も取ります
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強調後の照明光スペクトル
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16色のLED（各色の強度を独立に制御可能）

で構成される照明装置を用いた実験

本手法の特徴

強調前後での色域の比較

16色のLEDで基準とする照明光を合成


